















て、当代一流の文人がその才智を尽くして筆を揮ったため、華麗な名文が少なくない。古代東アジアでは中国語（漢文・漢語）が共通言語であったため、外交文書も漢文 書かれ、中国の古典の知識を駆使し 様々な技巧を凝らして文章が彩られた。菅原道真や都良香など著名な文人の漢詩 集の中にも、外交文書が作品として収められている。しかし、古代の名 は、古典の素養に乏しく、漢文の修辞技法に暗い現 人にとっては、極めて難解な文章であり その解釈に苦しむことに る。言うまでもなく書は対外関係史研究の基本史料 り、外交文書の解読無しに研究は成り立たない。 者泣かせの外交文書であるが、ここに朗報が届いた。古代日本が取り交わ た外交 書に、詳細かつ適確な訳註を施した 『訳註日本古代の外交文書』 が刊行された である。中国史・朝鮮史・日本古代史の一線級の研究者二十数名が十三年もの年月をかけて作 した労作であり、斯界の渇望をいやす快挙
である。　
本書は、前書、目次、総論、凡例、本編、附録、あとがき、編
者・執筆者紹介から成る。前書は編者の一人金子修一氏の筆になり、本書の構成・概要について述べられている。その後の詳細な目次と併せて、本書の全体像が一望できるようになっている。続いて総論は、 「日 古代の外交文書」とタイトルが付され、編者の金子修一・石見清裕・浜田久美子三氏の共著で、中国や日本古代の外交文書の制度及び外交儀礼について解説し、初学者にも十分理解できるように外交文書読解に必要な基礎知識が得られる仕組みとなってい 。凡例で 本編の記載方法や執筆・校訂などの責任分担、引用史料の略称、校異の方針や校訂諸本の略称などを説明している。諸本の種類は優に百を超えており、綿密な校訂が行われたことが窺える。そして、 いよいよ本書の中核である本編とな 。　
本編では、劉宋・孝武帝の詔から東丹国・裴璆の怠状に至る五十














理解頂けたら幸いである。なお 仄聞したところでは 刊 後一年足らずで、早や増刷が決定したということで、既に世評は高く定まっているようである。　
本書の学術的価値の高さは間違 ないが、多少気になるところ
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